
光市高齢者保健福祉計画
及び第7期介護保険事業計画
～策定方針（概要）～

１ 国の動向 ・・・P11
６ 施策の展開 ・・・P17
（参考１）施設整備 ・・・P18
（参考２）保険料 ・・・P19

※本冊子では、事前配布した「策定方針（A4縦）」のうち、
協議会で説明する箇所を抜き出しています。



１ 趣旨 （１）高齢化の状況とこれまでの取組み

【平成7年】 【平成17年】 【平成27年】 【平成37年】

1/4人 1/1.6人1/2.7人 1/1.5人

後期高齢者（75歳以上） 14.9％ ⇒ 22.9％

※団塊の世代の方が
後期高齢者になる前に対策を！

高齢者１人を支える労働者人口の人数

要支援1・2 介護予防・生活支援
サービス事業対象者

元気な
高齢者

卒業 卒業

1/1.5人
①

②

介護予防
自立支援
①

②地域の支え合い
（互助）
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１ 趣旨 （２）国の動向と第７期計画の重点目標

ア 自立支援・重度化防止に向けた保険者機能

の強化等の取組みの推進

イ 医療・介護の連携の推進

ウ 地域共生社会の実現に向けた取組みの推進

地域包括ケアシステムの
深化・推進

エ 所得の高い層の負担割を3割とする
（平成30年8月施行）

オ 介護納付金への総報酬割の導入

（平成29年8月分から適用）

介護保険制度の持続可能
性の確保

【 ～主な内容～ 】
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◆具体的には・・・『地域ケア個別会議の実施』

ある要介護者の介護計画作成にあたり

⇒質の向上
⇒自立支援・重度化防止の強化

ア 自立支援・重度化防止の強化に向けた保険者機能の
強化等の取組みの推進

（これまでは）
・ケアマネ
・利用者本人
・家族
・介護サービス利用事業所

（これからは）
・ケアマネ
・利用者本人
・家族
・介護サービス利用事業所

・リハビリ専門職
・生活支援コーディネーター
・地域包括支援センター
・介護保険係
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① 保険者機能の強化
・地域ケア個別会議
・ケアプランチェックの実施
・実地指導の強化

ア 自立支援・重度化防止の強化に向けた保険者機能の
強化等の取組みの推進

② ①の取組みを計画に目標として位置付け
⇒実績評価を行う自治体に対して

③ 国の財政的インセンティブの付与
※今後の予算編成過程で検討
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◆医療計画（5ケ年計画） ⇒第7次医療計画（H30～）
◆介護保険事業計画（3ケ年計画）⇒第7期介護計画（H30～）

イ 医療・介護の連携の推進

①2025年（平成37年） 医療における機能分化等をしないまま高齢
化を織り込んだ場合の病床数：152万床程度

②2025年の目指すべき姿：119万床程度+33.7万床は介護や在
宅医療等で対応

【具体的な方法】
・一般病床のC3患者は在宅・介護
・療養病床の医療区分1の70％は在宅・介護

③2025年本市における追加的整備（国の機械的試算）
●訪問診療+居宅サービス：17.65床
●介護施設：52.96床

- 5 -



◆高齢者への地域包括ケアシステムの考え方を障害者や子ど
も等への支援に広げたもの
⇒課題が複合化しているケースに対応できる体制

ウ 地域共生社会の実現に向けた取組みの推進

（例）高齢の親と無職独身50代の子どもの同居の家庭への支援
（例）育児と介護に同時に直面する家庭への支援

②本市においては

●あいぱーく光内に社会福祉事務所と保健センターを配置し、福
祉保健行政窓口の総合的な相談・支援体制を構築
●高齢者・障害者・子ども・生活困窮者の各相談窓口に、保健師
・社会福祉士を配置し、連携・協力し対応できる体制
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◆介護費用の状況

介護需要の増大に伴い、介護費用も増加
●国：平成37年(2025)年には、介護給付費が19.8兆円(推計)に上回る
⇒今後10年で介護費用が更に倍増することが見込まれる
●介護給付費の伸びに比例して、保険料負担も増加傾向
⇒平成37年(2025)年には、月額8,165円に上昇することが見込まれる

エ 所得の高い層の負担割を3割とする
オ 介護納付金への総報酬割の導入

1,714,873 

3,002,387 3,319,550 
4,054,367 

8,000,000 

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

8,000,000

9,000,000

12 17 22 27 37

1.8倍

1.1倍
1.2倍

【給付費の推移】

光市 全国平均

平成12年 2,827円 2,911円

平成27年 4,930円 5,514円

平成37年 7,300円 8,165円
※国の見込値の比率を使用

【給付費の構成】

【保険料の推移】

第2号保険者
28％

国･県･市
50％

第1号保険者
22％

約2倍
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◆第７期計画の重点目標

第６期計画掲げた「幸せ実感プロジェクト」の３つのプログラムを施策の柱
として位置づけ、以下の２つの視点をキーワードに、これまでの取組みをさら
に深化･推進していきます。

１ 趣旨 （２）国の動向と第７期計画の重点目標

重点目標：地域包括ケアシステムの深化・推進

①『つながり』
地域と行政の対話を深め各地域の特色に応じた「生活支援体制」の推進や、
実行力のある医療介護連携システムの構築、さらには、地域ケア会議等を通じ
た多職種連携などを推進していきます。

②『場づくり』
介護が必要な高齢者の介護者家族の交流・支援を進める「認知症カフェ」や、
高齢者の憩いの場である「いきいきサロン」の推進など、地域の団体や介護
サービス事業を巻き込んだ「場づくり」を展開していきます。
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第７期介護保険事業計画における２つのキーワード

男 性 女 性

１ 位 脳血管疾患 転倒･骨折

２ 位 がん 関節症･関節炎

３ 位 認知症
脳血管疾患
認知症

①要支援者（1・2）の原因疾患 ②要介護者（要介護1～5）の原因疾患

男 性 女 性

１ 位 認知症 認知症

２ 位 がん 転倒・骨折

３ 位 転倒・骨折 脳血管疾患

自助の取組みで防げるものが多い ⇒ 介護予防・自立支援

自助の取組みで防げるものが多い ⇒ なかなか一人じゃ継続が難しいな

互助（みんなが一緒になれば）取り組めるかもしれないね！

⇒ 地域包括ケアシステムの深化・推進

◆新規要介護者等の原因疾患から見る、２つのキーワードの重要性
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第７期介護保険事業計画における２つのキーワード

地域の絆、連携による「自助」「互助」「共助」「公助」の役割分担と有機的な連動の
もと、介護保険制度だけでなく、地域や関係機関、行政が一体となって支援すること
ができる体制を整える。

自 助 自分のことを自分でする、自らの健康管理など

互 助 ボランティア活動、住民組織の活動など

共 助 介護保険に代表される社会保険制度及びサービス

公 助 市の財源による高齢者福祉事業

キーワード『つながろうよ！』
※一緒に考えようよ！
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・地域と協働して自助や互助といった住民主体の取組みをサポート
・適切な介護サービス基盤を整備

第７期介護保険事業計画における２つのキーワード

（３）地域包括ケアプログラム

『互助』の取組みを進めていく ⇒ 地域づくりを進めていくこと

地域包括ケアシステム ⇒ 時間をかけた地域づくり

行 政

・地域の一員として自助・互助の取組みに参加
（例）島根県益田市真砂地区

事業所

・地域づくりの主体として、地域づくりに参加 ⇒ 地域共生社会
◆生きがいや役割・活躍の場が充実
◆誰にでも社会参加する機会がある

地 域

キーワード『場』 ⇒ 今ある団体：老人クラブ、ふれあいサロン
キーワード『場』 ⇒ 新たなつながりの場をしかけていく

（例）山口市阿知須地区・陶地区、
いきいき百歳体操、光市やまもも通りの会
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第７期介護保険事業計画における２つのキーワード

（例）山口市阿知須地区・陶地区、光市虹ヶ丘

キーワード：『つながり』や『場』のしかけ

『人生60年の経験と知識を生か
し、地域に貢献する』

◆地域の取組みに参加
◆新たな団体の立上げ

【阿知須地区：熟年式】
60歳を対象に祝う 28人/122人

【陶地区：陶づくりセミナー（熟年）】

『話し合い文化』の芽生え

◆地域の取組みに参加
◆新たな団体の立上げ

【光市虹ヶ丘：やまもも通りの会】

『やまもも通り清掃活動』

◆キーワード『清掃』でつながる
◆新たな参加者の確保
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85.2%

56.0%

25.5%

47.2%

13.9%

20.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

自分にあった運動をする

栄養をしっかり取る

口腔ケアをする

認知症の予防

「うつ」の予防

無回答

【予防したいと考えること】 【地域の催しへの参加】

26.2%

34.1%

12.7%

37.1%

36.0%

25.0%

5.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

認知症予防に関する

出前講座

体力や筋力強化につながる

体操教室

囲碁や将棋等、

共通の趣味による交流

人と気軽に話せるような

交流機会

その他

参加したいと思わない

無回答

『光市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査より』

Ｑ：介護が必要な状態にならないため予防したいと考えることと地域の催しへの参加
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『光市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査より』

Ｑ：もし、地域で健康づくりや趣味等のグループ活動を通じた『地域づくり』があった場合、
あなたはその活動に参加してみたいですか。

11.7%

51.7%

33.2%

3.4%

ぜひ参加したい 参加してもよい

参加したくない 無回答

8.6%

12.5%

11.5%

16.1%

13.1%

57.6%

55.5%

50.8%

44.0%

32.8%

31.6%

28.9%

34.6%

35.8%

47.5%

2.2%

3.2%

3.1%

4.1%

6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

ぜひ参加したい 参加してもよい

参加したくない 無回答

3.2%

29.5%

63.4%

3.9%

ぜひ参加したい 参加してもよい

参加したくない 無回答

お世話役
（企画・運営）

年齢別
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33.2%

14.0%

21.6%

22.1%

21.9%

12.2%

26.9%

5.5%

29.5%

8.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

炊事・洗濯・掃除など、…

ゴミの分別

ゴミを集積場まで…

庭の草引きをしてほしい

買い物を頼みたい

話し相手になってほしい

買い物や病院等に…

その他

頼りたくない…

無回答

全体 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上 無回答

炊事・洗濯・掃除など、
自分ができない部分
を手伝ってほしい

33.2 33.1 33.9 37.4 31.7 23.8 23.3

ゴミの分別 14.0 12.3 17.3 13.5 14.2 9.8 13.3

ゴミを集積場まで運
んでほしい

21.6 20.6 24.8 20.5 20.2 21.3 13.3

庭の草引きをしてほ
しい

22.1 21.6 22.5 22.5 21.1 23.0 23.3

買い物を頼みたい 21.9 22.1 23.4 22.2 20.6 19.7 10.0

話し相手になってほ
しい

12.2 13.0 12.7 10.7 10.6 14.8 13.3

買い物や病院等に
連れて行ってほしい

26.9 25.0 26.6 28.1 27.1 30.3 26.7

その他 5.5 4.4 5.2 7.0 7.3 4.1 -

頼りたくない（無償で
は頼れない）

29.5 36.5 27.7 25.6 27.5 25.4 36.7

無回答 8.3 5.9 7.3 9.0 9.2 14.8 16.7

『光市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査より』

Ｑ：自身では解決できない困りごとを地域の人に頼ることができる場合の内容は？

- 15 -



19.4%
13.6%

8.0%
6.0%

3.8%
28.4%

3.6%
14.2%

30.4%
5.2%

2.2%
13.0%
16.0%

39.2%
2.8%

0.2%
1.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

脳血管疾患（脳卒中）

心疾患（心臓病）

悪性新生物（がん）

呼吸器疾患

腎疾患（透析）

筋骨格系疾患（骨粗鬆症⋯

膠原病（関節リウマチ含む）

 形性 節疾患

認知症

パーキンソン病

難病（パーキンソン病を除く）

糖尿病

眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴…

その他

なし

わからない

無回答

16.2%
19.4%

5.2%
14.6%

4.2%
4.2%

10.6%
17.0%

9.2%
31.3%

3.2%
10.0%
9.6%

6.0%
7.0%
9.6%

7.6%
9.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨…

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管…

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗…

金銭管理や生活面に必…

その他

不安に感じていること…

主な介護者に確認しな…

無回答

【本人が抱えている疾病】 【在宅生活継続で主な介護者不安に感じる介護】

『光市在宅介護実態調査より』

Ｑ：本人が抱えている疾病と主な介護者が不安に感じる介護等について
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６ 施策の展開

生きがいづくりの促進

健康づくりの促進

介護予防事業の充実

医療介護連携システムの推進

地域包括支援センターの機能強化

高齢者支援システムの構築

認知症を予防し、早期発見・対応を図る

認知症を理解し、地域で支える

介護サービス基盤の強化充実と
　　　　　　　　　　　持続可能な制度運営

認知症高齢者等に対する
　　　包括的・継続的な支援体制の整備

～住み慣れた地域で
安心して暮らせる社会～

施策の柱1 地域生活支援プログラム

～高齢者の尊厳が守られ
穏やかに暮らせる社会～

施策の柱2 認知症サポートプログラム

～主体的に活動し
生き生きと暮らせる社会～

施策の柱3 生きがい実感プログラム

施策の柱 施策の展開

～目指すべき社会の実現に向けた展開～

目指す姿

キーワード

住み慣れたまちで自分らしく生きる
～高齢者にやさしい「わ」のまちひかり～

『つながり』と『場づくり』
（１）第6期計画
『幸せ実感プログラム』の
3つのプログラムの継承

（２）キーワードの追加
『つながり』
『場づくり』
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１ 看護小規模多機能型居宅介護事業とは

（１）小規模多機能型居宅介護「通い」「訪問介護」「宿泊」

＋
（２）訪問看護

２ 本事業の魅力

（１）退院後、「療養型医療施設」に入るまでではないが
「在宅復帰」するには不安がある人

⇒退院直後の在宅療養生活へのスムーズな移行支援

（２）事業所ケアマネジャーによるサービスの一元管理

安心して
在宅での生活が可能

３ 整備補助金等

（１）施設整備補助金 32,000千円
（２）開設準備補助金 621千円×宿泊定員数

退院⇒ 宿泊 ⇒ 通い･訪問介護・訪問看護

登録者自宅

通い
※1日最
大15名

訪問
介護

訪問
看護

宿泊
※1日最大

9名

自宅に介護スタッフが
訪問するサービス

自宅に看護士が
訪問するサービス

施設に
宿泊するサービス

自宅から
通うサービス

看護小規模多機能型居宅介護事業所

医療機関

地域包括ケアシステムの重要な役割を担う事業

（参考１）施設整備計画について
『看護小規模多機能型居宅介護』
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（参考２）介護保険料について

第6期介護保険料の所得段階設定（H27～H29）
所得段階の区分 年額（月額※）

第１段階
(基準額×0.45)

●老齢福祉年金の受給者で、本人及び世帯全員が住民税非課税者
●生活保護の受給者
●本人及び世帯全員が住民税非課税者で、課税年金収入額と合計所
得金額の合計額が80万円以下のもの

26,620円
(2,219円)

第2段階
(基準額×0.7)

●本人及び世帯全員が住民税非課税者で、課税年金収入額と合計所得金額の合計額が80万
円超え120万円以下のもの

41,410円
(3,451円)

第3段階
(基準額×0.75)

●本人及び世帯全員が住民税非課税者で、課税年金収入額と合計所得金額の合計額が120
万円超えるもの

44,370円
(3,698円)

第4段階
(基準額×0.875)

●本人が住民税非課税者（世帯内に住民税課税者がいる場合）で、課税年金収入額と合計所
得金額の合計額が80万円以下のもの

51,760円
(4,314円)

第5段階
(基準額)

●本人が住民税非課税者（世帯内に住民税課税者がいる場合）で、第４段階対象者以外のも
の

59,160円
(4,930円)

第6段階
(基準額×1.125) ●本人が住民税課税者で、合計所得金額が125万円未満のもの 66,550円

(5,546円)
第7段階

(基準額×1.25) ●本人が住民税課税者で、合計所得金額が125万円以上190万円未満のもの 73,950円
(6,163円)

第8段階
(基準額×1.5) ●本人が住民税課税者で、合計所得金額が190万円以上290万円未満のもの 88,740円

(7,395円)
第9段階

(基準額×1.55) ●本人が住民税課税者で、合計所得金額が290万円以上400万円未満のもの 91,690円
(7,642円)

第10段階
(基準額×1.825) ●本人が住民税課税者で、合計所得金額が400万円以上700万円未満のもの 107,960円

(8,997円)
第11段階

(基準額×2.1) ●本人が住民税課税者で、合計所得金額が700万円以上のもの 124,230円
(10,353円)
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光市の皆さんが
１年間に使う介護サービスの額は

約
●デイサービス、デイケア ●訪問入浴介護

●訪問介護（ホームヘルパー） ●訪問看護

●住宅改修（手すり・段差の解消等）●施設入所

●福祉用具購入（ポータブルトイレ等）

●福祉用具の貸与（杖、車椅子、介護用ベッド等）

（参考２）介護保険料について
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約４０億円の１割又は２割を
介護サービスを利用する人が負担

残りの36億円は

だれが支払うのでしょうか？？

（参考２）介護保険料について
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残りの支払額36億円の内訳

第２号保険者

２８％ 国・県・市

５０％
第１号保険者

２２％

約8億円

（参考２）介護保険料について
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もし光市の皆さんの介護サービスの利用が

第２号保険者

２８％
国・県・市

５０％

第１号保険者

２２％

40億円の２倍に増えたら

第２号保険者

２８％
国・県・市

５０％

第１号保険者

２２％

約8億円 から 約16億円

（参考２）介護保険料について
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６ 施策の展開

生きがいづくりの促進

健康づくりの促進

介護予防事業の充実

医療介護連携システムの推進

地域包括支援センターの機能強化

高齢者支援システムの構築

認知症を予防し、早期発見・対応を図る

認知症を理解し、地域で支える

介護サービス基盤の強化充実と
　　　　　　　　　　　持続可能な制度運営

認知症高齢者等に対する
　　　包括的・継続的な支援体制の整備

～住み慣れた地域で
安心して暮らせる社会～

施策の柱1 地域生活支援プログラム

～高齢者の尊厳が守られ
穏やかに暮らせる社会～

施策の柱2 認知症サポートプログラム

～主体的に活動し
生き生きと暮らせる社会～

施策の柱3 生きがい実感プログラム

施策の柱 施策の展開

２つのキーワード 『つながり』 『場づくり』

IT技術を活用した地域医療
介護連携情報システム

生活支援体制の整備
介護支援ボランティア
ポイント事業

認知症カフェの運営補助

いきいき百歳体操の普及

地域ふれあいサロン活動
生涯学習の推進
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６ 施策の展開

IT技術を活用した地域医療介護連
携情報システム

生活支援体制の整備
介護支援ボランティアポイント事業

認知症カフェの運営補助

いきいき百歳体操の普及

地域ふれあいサロン活動
生涯学習の推進

『つながり』 『場づくり』
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